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これまで 3 回の国際会議（国際インターネット語学教育フォーラム（2014 年 9 月、

26 ヶ国から185 名参加）、国際アスペクト会議（2015 年 11月、17ヶ国から 80 名

参加）、リアル・インターネット語学教育世界会議（2019 年 10 月、30 ヶ国から 371

名参加））を主催しました。また、京都府とロシアレニングラード州との友好提携 15 記

念行事（2009 年 8 月）では京都府知事の名代としてサンクト・ペテルブルク市を訪問し、

20 周年記念行事（2014 年 8 月）では、私がロシア語訳した源氏物語の朗読劇をサ

ンクト・ペテルブルク市で、京都府とレニングラード州両知事列席のもと公演しました。

私の父は10 代後半で満州（現在の中国東北地区）に開拓団として移住し、第 2 次

世界大戦末期に徴兵され、戦後 5 年間ソ連邦（現ロシア連邦）のシベリア（点々と収容

所を移されましたが、最終的にはクラスノヤルスクのチャイナゴルスク収容所）で抑留

生活を送りました。近年、抑留経験者が少なくなり、「シベリア抑留」を生の声で伝え

ることの大切さを痛感しています。関連するイベントや会議に積極的に参加し、多くの

方々と情報を共有して、この問題を単なる歴史の1ページとして風化させないように活

動し続けたいと思っています。

これからも、ロシアとの学術および文化交流をいっそう深めていく所存です。

応用分野  Application areas

インターネットを用いた語学教育の教授法開発に携わる国際的な共同研究を推進し

ています。

共同研究等へのニーズ  Need for joint research

テクスト言語学の観点からの
ロシア語と日本語の研究

キーワード テクスト言語学、ロシア語学、日本語学

研究テーマ  Research theme 

■“Анализ видов глагода и де
епричастия в русских лите
ратурных текстах с диахро
нической точки зрения” // Тр
уды Института лингвистич
еских исследований РАН , 
Acta Linguistica Petropolitana. Са
нкт-Петербург. 2019. No.15-3, 
320-342

主な研究業績
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